
 



 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 



○田うえのとき、田んぼの中の土がどろどろで気もちわるかったです。いろいろなものが足にあたってくすぐ

ったかったです。田んぼに鳥がきて食べてしまいそうでしんぱいでした。 夏休みに、かかしを作りました。と

てもカラフルなかかしになりました。名前は、おばあちゃんがかんがえた、アフロちゃんになりました。 

アフロちゃんたちがいねをまもってくれたおかげで、いねはどんどんせいちょうしていきました。 

 そして、いねかりをしました。はじめはかるのがおそかったけど、だんだんなれてはやくなりました。どんどん

かって、道をつくりました。はんたいがわとちょうどつながりました。たくさんかれました。 

 次に、おもちつきがありました。合わせて６回つけました。それから、おもちを丸めました。はじめに５こもって

いきました。のりをまいたのと、きなこもちを食べました。どっちもおいしかったです。いままでがんばってよか

ったなあとおもいました。 

 

○今回は二回目の参加でした。一回目も楽しかったし、今回も楽しかったです。 

田植えでは、足がぐちょぐちょして気持ち悪かったです。苗を田んぼに植える時、ちゃんと植えることが出来

ているか心配でした。 今年は、去年作ることが出来なかったかかしを作ることが出来ました。今回作ったか

かしは、とてもカラフルに出来ました。かかしを作ったおかげで、稲は立派に育っていました。稲刈りの時、田

んぼに道ができるように刈っていきました。とても楽しかったです。稲刈りの後、カエルを探しました。小さなカ

エルから大きなカエルがいて、大きなカエルは気持ち悪かったです。 餅つきは、待ち時間が退屈だったけ

ど、お餅をいっぱい食べられてよかったです。 注連縄作りでは、お母さんと弟とお友達の家族がお休みだ

ったので、三家族分を、ぼくとおばあちゃんで作ったので大変でした。注連縄の結びがほどけてくるので大

変でした。 一年間ありがとうございました。 

 

○「もちごめづくり」 

６月田うえがありました。土がドロドロで、足が抜けなくて時々こけて大変でした。途中で、とてもかたいものが

ありました。ともだちが、「これザリガニみたい。」といいました。わたしは、「本当だ。」と、いいました。かまれた

らいやだから、何か確認してないので、いまだ何だったかわかりません。                                          

９月稲刈りがありました。金色の稲穂が実っていて、とてもきれいでした。最初は、うっとり見とれてしまうほど

美しい景色でした。前の日雨が降っていたので、ドロドロで足がはまってしまいました。 

１１月お餅つきがありました。杵がとても重たかったです。お餅は、おいしく出来たので嬉しかったです。 

１２月しめ縄づくりがありました。昨年もやりましたが、手の平で編んでいくのがとても難しかったです。あまりう

まくは出来なかったけど、最後まで出来たので嬉しかったです。 

昔の人は、とてもお米作りに苦労したんだなと思いました。いい経験ができました。ありがとうございました。 

 

○６月田うえがありました。田うえはあしがはいってぬけなくなりました。おとうさんがたすけてくれました。 

９月いねかりがありました。いねかりはかまをつかうのであぶなかったです。 

１１月おもちつきをしました。きねはそうとうおもかったです。きなこもちはおいしかったです。 

１２月しめなわつくりはサッカーの試合があったのでさんかできなくて、ざんねんでした。 

おこめづくりはたいへんでした。 



○私は、11月23日にＩＳＴＡはばたきでおもちつきをしました。そのおもちのお米は、私たちが田うえからいね

かりまで大事に育ててきたお米です。食べたおもちは、もちもちしていて、すごくおいしかったです。 ふつう

の人は、ごはんを毎日食べられるのが当たり前のように思っているかもしれませんが、実は、お米を作るのは、

とても大へんです。私は、米作り体けんをして、そのことが分かりました。とくに大へんだったのは、いねかりで

した。雨のふった次の日にしたので、土がどろどろだったから、足がどろの中にズボズボとはまりました。その

中で、カマをもっていねをかるのは、むずかしかったです。 私は、この一年間、米作り体けんをさせてもらっ

て、「こんな体けんができてよかったな。」と思いました。これからは、今までい上に、ごはんをしっかり食べよう 

と思います。 

 

○「田うえたいけんしたこと」  

ぼくは田うえたいけんをしました。６月に田うえをした時はくつしたのまま田んぼに入り一つ一つうえていきまし

た。どろがとてもおもくてたいへんでした。つぎに１０月になってからいねかりをしました。かまをもっていねを

かって、手を切るかもしれないと思いながらしていたのでどきどきしました。その後かったいねをかわかすため

にいねをほしました。むかしの人は空を見ながらどれぐらいほそうか考えていたそうです。今はぜんぶきかい

でやってしまうのでほすことはしないそうです。 そして１１月にもちつきをしました。きねとうすをつかっておも

ちをつきました。ぼくも何回かつかせてもらいました。その後しょうゆときなこのおもちを食べておいしかったで

す。ぼくはいねかりをしてむかしの人のことが少し分かってとてもべんきょうになりました。 

 

○「米つくり体験をしたこと」    

私は１年を通して米作り体験をしました。６月に、田うえをした時は、くつ下で田んぼに入り一つ一つなえを植

えていきました。最初の方はにゅるにゅるしてて気持ち悪かったけどしだいになれてきて、気持ち悪さがなく

なりました。１０月になると、なえが育っていねになったのでいねかりをしました。かまを持っていねをかってい

きました。最初の方は、いねがきれいにかれていなかったけど、だんだんコツをつかんできて、最後にはきれ

いにかれました。とってもうれしかったです。１１月になって、おもちつきをはばたきホールでしました。きねとう

すを使ってペタペタとおもちをつきました。私もおもちをつかしてもらって、それをまるめて食べました。丸める

ところは戦場のようで、おもちがきたしゅん間すぐ完売しました。そこで私はなんとか取って食べました。おい

しかったです。来年もまたしたいです。 

 

○「親子ふれあい農業体験学習」 

６月の田うえは、はじめての体けんで、どろがぬるぬるして気もちがわるかったです。がんばって田うえをした

あとに食べた、いもがゆはおいしくて、うれしかったです。きょねんもさんかしたけれど、今年は、はじめてかか

しを作りました。手や足のぶぶんがむずかしかったです。 10 月のいねかりは、かまで、かりとったいねを“は

さがけ”にするのがむずかしかったです。12 月のしめなわ作りは、ねじってむすぶところがむずかしかったけ

れど、ぶじに作ることができました。お正月には、自分で作ったしめなわを、げんかんにかざりました。 1 年を

とおして、のうぎょう体けんは、たのしかったです。 

 



○農業体験感想 

田うえをはじめてして、最初はちゃんとできるか心配だったけど、できてうれしかったです。いねかりはとても

おもしろかったので、またやりたいです。おもちつきは、おもちをついたり丸めたりするのが楽しかったし、自

分たちで作った米で作ったおもちを食べれてうれしかったです。今年も農業体験があったらぜひ参加したい

です。 

 

○のうぎょうたいけんで、田うえやおもちつきをしたのがたのしかった。２０１６ねんもあったらぜひさんかしたい

です。 

 

○農業体験に参加して 

わたしは、初めて農業体験に参加しました。田植え、かかし作り、いねかり、もちつき、しめなわ作りをしました。

その中で、特に印象に残ったのは、田植えといねかりです。田植えでは、長ぐつをぬいで、くつ下のまま田ん

ぼに入りました。にゅるにゅるして気持ち悪かったし、足がどろにうまって、ぬけなくなりました。でも、だんだん

なれてきて、楽しくなって何十回も植えました。いねかりも大変でした。田んぼが思ったよりもやわらかくて、足

がしずんでいきそうになりました。いねをかったところの上に足を乗せるコツを教えてもらって、落ちそうになり

ながらもがんばりました。昔の人は、こんなに苦労してお米を作っていたんだと思い、これからもお米を大切

にしていきたいと思いました。そして、一番むずかしかったのは、しめなわ作りです。作っているときに、ねじっ

たところがもどってしまわないように、足や手で、いろいろなところをおさえながら作らないといけませんでした。

とてもむずかしかったけど、りっぱなしめなわができてうれしかったです。おじいちゃんにあげると、とても喜ん

でくれました。わたしは、この農業体験に参加できて、良かったと思いました。また、このような活動に参加し

たいです。 

 

○農業体験に参加して 

ぼくは、はじめて農業体けんにさんかしました。六月の田植えからはじまり、かかし作り、稲かり、もちつき、そ

して十二月のしめなわ作りと、一年間農業体けんにさんかされた皆様と、力を合わせてお米を作りました。一

番楽しかったのは、稲かりです。どうしてかと言うと、稲をかるときに、かまで「シャッ」とかる音がして、すっきり

するからです。一番むずかしかったのは、田植えです。なえを植えるときに、土がやわらかいので、土にはま

って足がぬけなくなります。でも、足をふんばって、ぬきながら植えました。がんばって作ったお米をもらった

ので、お正月に、家でおもちをついて食べました。すごくもちもちしていて、おいしかったです。この農業体け

んにさんかして、どれも自分のためになったんじゃないかなあと思います。 

 

○のうぎょうたいけんをして 

田んぼにはじめて入ったかんそうは、田んぼのどろがぬるぬるしてきもちわるかったです。足がどろにはまっ

て後ろにこけそうでドキドキしました。なえをうえるには、なえをもって、おやゆびと人さしゆびのあいだにはさ

んで、おやゆび、中ゆび、人さしゆびをピンとします。そして、どろに３センチメートルぐらい入れたらかんりょう

です。それを一歩ずつ後ろに下がってしていきます。ぜんぶはじめてしりました。いねかりの時は、足をかた



のはばまで広げて、いねのねもとをもって、かまで切るのがむずかしかったです。力を入れないとうまく切れま

せんでした。田んぼがどろで歩きにくかったけど、「いねの切ったあとのところに足をのせると歩きやすいよ。」

と、教えてもらいました。コンバインはいちどにいっぱいいねをとれていました。もちつきは、きねがおもかった

です。もち米をついて、ちぎって丸めて、その場でおもちを作りました。しょうゆにつけて食べました。おいし

かったです。帰りに、みんなで作ったもち米とヒノヒカリというお米をもらいました。そしてつぎの日にヒノヒカリと

もち米でさつまいもごはんを作ってもらいました。とてもおいしかったです。お米をひとつぶ作るのもたいへん

なんだなと思ったので、これからは米つぶ１つものこさず食べます。 

 

○わたしは、たいけんがくしゅうのなかで、かかしをつくるのがたのしかったです。かかしは、パパとママとわた

しの三人でつくりました。わたしは、かおをかきました。なんかいもれんしゅうをしました。やっとうまくかけまし

た。たいへんだったことは、いねをかるところがむずかしかったです。またらいねんも、やりたいです。 

 

○田植えがとても楽しかったです。虫やかえるがたくさんいたし、泥に足をつっこむ感触が面白かったです。

でも、ヒルがいたので少し怖かったです。自分で作ったお米はとてもおいしく感じました。それで餅つきをさせ

てもらって、ますますおいしくて食べすぎてしまいました。しめ縄作りは初めてだったけれど、お母さんと協力

して作って、それを飾ったので特別なお正月となりました。 

たくさん教えてくださった先生方、スタッフの皆さん、有難うございました。 

 

○自分で作ったお米は、おいしかったです。お母さんは、田植えの時に田んぼにはまってしまいました。お

米は今まで食べた中で、一番おいしいお米でした。田んぼに入ったときは、気持ち悪かったです。田んぼに

入った長靴が、しばらく抜けませんでした。初めて、川に入って冷たかったです。泥を落とすところが大変で

した。靴下までびしょびしょになりました。靴下をはきかえて田植えの時にはいていた靴下はどろどろですご

かったです。最後に虫探しをしました。虫はあまり見つかりませんでした。横の田んぼにいくと虫が一匹見つ

かりました。川は思っていたより下に深かったです。また、田植えをしたいです。 


